
 

 

 

 

 

 

        

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿追町立笹川小学校 学校だより 
令和７年９月３０日 

NO.６ 

              「子どもは地域の宝」 
校長 竹 島   浩 

 

教育のやり方に「こうすべき」はなく、それは時代と共に変わってきています。今は「○○教育」という言葉が

溢れすぎて、かえって何に重きを置いて学校教育を進めているのか、分からなくなってしまいそうです。そんな時、

私は必ず本校の目指す子ども像・学校像に立ち返って『笹川小の子どもたちが将来どんな人になってほしいのか』

と考えるようにしています。それは「自ら未来を切り拓く、心豊かでたくましい児童」であり、地域を愛し、世界

を見据えるグローバルでありローカル（地域）な学校です。「地域の大人が子どもを変える、子どもが変われば未来

が変わる」ということです。子どもたちは地域の宝物です。笹川小学校でも、PTAの皆さんや地域の皆さんが、笹

川小の子どもたちのことを大切に見守り、育ててくれています。先生たちも、いつも子どもたち一人一人の成長を

応援しています。子どもたち一人一人の夢が叶うような未来になるように、笹川小は地域が一体となって子どもた

ちを応援してくださっています。本当に恵まれた環境です。 

今、子どもたちにできることは何か、必要なことは何かと言えば、自分たちがたくさんの方々に支えてもらって

いることに気付き、それを当たり前だと思うことなく、感謝の気持ちを態度で示していくことだと思います。地域

の一員として、明るく元気にあいさつをして、健康で楽しい学校生活を過ごすこと、友達と協力して一生懸命勉強

や運動に取り組むことだと思います。 

 

感謝の言葉の多い家庭・学校・地域で育った子どもたちは、自己肯定感や自信が育ち、社会や人の役に立ちたい

といった志や奉仕の心も育つという思いを私は強く感じています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【エアートリップ体験学習】 9 月 18 日（木） 

 

 鹿追自然ランド周辺の森林を歩きながら、植物や動物について学習

しました。子どもたちは、初体験のエアートリップ体験に大満足のよ

うでした。 

 

【へき地複式教育体験実習】 

  

今年も北海道教育大学釧路校から 2

名の学生を９月１日（月）から５日（金）

まで受け入れました。 

複式校の様子をしっかりと学んでいま

した。実習期間中は防災教室や水泳学習

など、先生の第一歩として子どもたちと

楽しみながら取り組んでもらいました。

子どもたちは、とても喜んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

PTA 母の部   R7.9.24 

「学級レク」 

講師：三反﨑里香氏 

内容：バルーンアート体験 

ジャグリング体験 


